


〔
議
案
等
の
審
査
〕

◆｢

立
川
市
競
輪
事
業
施
設
等
整
備

　
基
金
条
例｣

を
可
決
す
べ
き
も
の

　
と
決
定
。

〔
主
な
報
告
事
項
〕

◆
平
成
１９
年
度
の
組
織
改
正
に
つ
い

　
て

◆
立
川
市
第
２
次
基
本
計
画
後
期
実

　
施
計
画
に
つ
い
て

◆
旧
多
摩
川
小
学
校
の
活
用
に
つ
い

　
て
　
　
　

　
　
運
営
協
議
会
に
よ
る
中
間
報
告

　
「
た
ま
が
わ
・
み
ら
い
パ
ー
ク
の

　
活
用
に
つ
い
て
」
を
発
表

◆
（
仮
称
）
男
女
共
同
参
画
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て

◆
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
事

　
業
に
つ
い
て

◆
特
殊
勤
務
手
当
等
の
見
直
し
に
つ

　
い
て

　
　
見
直
し
に
よ
っ
て
現
行
１８
種
類

　
の
手
当
が
５
種
類
に
な
る
。

◆
法
人
市
民
税
の
還
付
に
つ
い
て

◆
各
種
証
明
書
の
発
行
に
係
る
配
偶

　
者
暴
力
及
び
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等

　
の
被
害
者
保
護
の
た
め
の
支
援
に

　
つ
い
て

◆
子
ど
も
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

◆
東
京
都
市
収
益
事
業
組
合
の
撤
退

　
に
つ
い
て

〔
議
案
等
の
審
査
〕

◆｢

療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
計
画

　
の
凍
結
と
介
護
保
険
事
業
等
の
充

　
実
等
に
関
す
る
請
願｣

を
採
択
す

　
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
主
な
報
告
事
項
〕

◆
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　
合
の
設
立
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

　
ル
に
つ
い
て

◆
立
川
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資

　
あ
っ
せ
ん
に
お
け
る
資
金
種
類
の

　
追
加
に
つ
い
て

◆
立
川
駅
周
辺
ア
ー
ト
化
基
本
指
針

　
に
つ
い
て

　
　
立
川
駅
周
辺
エ
リ
ア
を
一
つ
の

　
美
術
館
に
な
ぞ
ら
え
、
４
つ
の
ゾ

　
ー
ン
に
分
け
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
。

◆
立
川
市
文
化
振
興
推
進
委
員
会
報

　
告
書
に
つ
い
て

◆
「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

　
の
モ
デ
ル
配
置
に
よ
る
地
域
福
祉

　
の
推
進
に
つ
い
て

◆
立
川
市
第
１
期
障
害
福
祉
計
画
に

　
つ
い
て

◆
補
装
具
、
ス
ト
マ
等
の
利
用
費
の

　
軽
減
に
つ
い
て

　
　
平
成
２０
年
度
ま
で
、
市
民
税
所

　
得
割
１０
万
円
未
満
の
方
に
つ
い
て
、

　
利
用
者
負
担
を
１０
％
か
ら
３
％
に

　
軽
減
。

〔
議
案
等
の
審
査
〕

◆
立
川
市
道
第
３
０
９
号
線
、
立
川

　
市
道
第
３
０
９
号
線
の
１
、
立
川

　
市
道
第
３
１
１
号
線
の
３
、
立
川

　
市
道
第
５
３
８
号
線
の
廃
止
に
つ

　
い
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

◆
立
川
市
道
南
５
０
９
号
線
、
立
川

　
市
道
南
５
１
０
号
線
、
立
川
市
道

　
南
５
１
１
号
線
、
立
川
市
道
南
５

　
１
２
号
線
、
立
川
市
道
南
５
１
３

　
号
線
、
立
川
市
道
南
５
１
４
号
線
、

　
立
川
市
道
南
５
１
５
号
線
、
立
川

　
市
道
南
５
１
６
号
線
、
立
川
市
道

　
南
５
１
７
号
線
、
立
川
市
道
南
５

　
１
８
号
線
の
認
定
に
つ
い
て
可
決

　
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

◆｢

立
川
地
下
道
を
安
全
に
通
行
で

　
き
な
い
こ
と
の
陳
情
」
を
不
採
択

　
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
主
な
報
告
事
項
〕

◆
武
蔵
砂
川
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く

　
り
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

◆
「
市
制
５０
周
年
記
念
憩
い
の
場
」

　
基
本
計
画
（
案
）
の
進
捗
状
況
に

　
つ
い
て

　
　
市
民
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

　
ッ
プ
を
開
催
し
、
既
存
施
設
を
有

　
効
利
用
し
つ
つ
、
多
く
の
市
民
が

　
利
用
で
き
る
施
設
に
再
生
す
る
た

　
め
の
基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め
た
。

◆
環
境
ブ
ッ
ク
の
作
成
に
つ
い
て

〔
主
な
報
告
事
項
〕

◆
新
庁
舎
の
実
施
設
計
に
つ
い
て

◆
新
庁
舎
の
設
備
計
画
に
つ
い
て

◆
「
施
工
者
選
定
手
法
等
検
討
委
員

　
会
報
告
書
」
に
つ
い
て

　
　
「
技
術
提
案
型
総
合
評
価
方
式
」

　
「
市
民
と
の
連
携
を
確
保
し
た
審

　
査
方
法
」
「
一
括
発
注
方
式
」
「
競

　
争
性
及
び
公
平
性
の
確
保
」
の
４

　
つ
の
手
法
を
提
言
。

◆
立
川
駅
南
口
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協

　
議
会
に
つ
い
て

先進市を訪問し、先駆的な施策を視察してきました。
成果を市政に反映させます。

〔
主
な
報
告
事
項
〕

◆
マ
イ
ス
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

◆
い
じ
め
解
消
旬
間
の
取
り
組
み
等

　
に
つ
い
て

　
　
進
級
・
進
学
の
時
期
を
と
ら
え
、

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
関
係

　
を
育
む
た
め
の
、
学
校
の
創
意
工

　
夫
に
よ
る
取
り
組
み
を
実
施
し
、

　
地
域
、
保
護
者
に
周
知
し
た
。

◆
新
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
基

　
本
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
に
つ
い

　
て

◆
小
学
校
給
食
費
の
未
納
状
況
に
つ

　
い
て

◆
市
民
交
流
大
学
（
仮
称
）
の
正
式

　
名
称
の
決
定
に
つ
い
て

　
　
公
募
に
よ
る
５７
名
称
の
中
か
ら

　
「
た
ち
か
わ
市
民
交
流
大
学
」
に

　
決
定
。

◆
第
２６
回
立
川
・
昭
島
マ
ラ
ソ
ン
大

　
会
に
つ
い
て

◆
体
育
館
医
務
室
機
能
の
充
実
に
つ

　
い
て

　
　
誰
も
が
日
常
的
に
健
康
チ
ェ
ッ

　
ク
が
で
き
、
必
要
に
応
じ
看
護
師

　
の
助
言
が
得
ら
れ
る
機
能
や
、
く

　
つ
ろ
ぎ
ス
ペ
ー
ス
等
を
設
け
た
。

◆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
開
設
に

　
つ
い
て

　
　
若
者
に
人
気
の
高
い
バ
イ
ク
ト

　
ラ
イ
ア
ル
（
Ｂ
Ｔ
Ｒ
）
の
施
設
を

　
整
備
。

１.　少人数学級（鳥取市）
　　小学校1、2年生において30人を上
　限とする学級編成を実施。
２.　校庭の芝生化（鳥取市）
　　鳥取大学附属小・中学校ではNPO・
　地域との連携により低コストで実現。
３.　コミュニティ・スクール（岡山市）
　　保護者・地域住民が学校運営に参画。
　家庭や地域の教育力向上を図る。
４.　教育の情報化（岡山市）
　　教育ポータルサイトにより、子ど
　も達の学習や教員の活動を支援。
５.　不登校対策（京都市）
　　洛風中学校では、特区制度を利用
　したゆとりのあるカリキュラムを組
　んでいる。
６.　校庭の芝生化（京都市）
　　洛風中学校庭を視察。

１.　景観・まちづくりセンター（京都市）
　　住民による主体的なまちづくり活動
　に専門家を派遣し、地区計画の策定や
　「京町家」の保全・再生のためのネット
　ワーク形成・推進を行っている。
２.　グリーン・バンク制度（姫路市）
　　増改築や引越しにより不要となった
　樹木を市民や事業所から寄付しても
　らい、市の負担で移植・運搬・養生を行い、
　要とする市民に配布し、個人緑化を推
　進していくもの。
３.　水環境の保全・創造計画（神戸市）
　　災害時の活用を考慮しつつ、「親水
　広場」「せせらぎ水路」等の市民の憩
　いの場づくり、ビオトープ・多自然型河
　川等の生態系の復元のための整備を
　進めている。

１.　余裕教室を活用した児童クラブ
　（宮崎市）
　　小学校1年生から3年生までの放課
　後児童を対象に、利用料金無料で実施
　している。
２.　国保ヘルスアップモデル事業
　（日南市）　　
　　自己効力感（健康に対する姿勢・や
　る気・自信・自己管理能力等）を高める
　ことにより、個人のライフスタイルを調
　整し、健康行動がとれるようになる「個
　別健康支援プログラム」を開発・実施
　している。
３.　児童館における地域ぐるみの不登校、
　引きこもり対策（臼杵市）
　　市内唯一の「すみれ児童館」は、地
　域ぐるみで子どもの健やかな成長を　
支えるために幅広い年齢の人々が集　う
地域コミュニティのキーステーション　と
しての役割を担っている。

１． 　行財政改革、市民参画条例（宗像市）
 　　「市民参画」「協働」「コミュニテ
ィ　の推進」の３本の柱からなり、市民か
ら　政策提案もできる等、画期的なもの
と　なっている。
２.　入札・契約制度（下関市）
　　電子入札システム及び条件付き一
　般競争入札の導入により、入札・契約　
業務の透明性、公平性や落札価格の　適
正化、入札業務の効率化が図られた。
３.　尼崎市経営再建プログラム（尼崎市）
　　①人件費の抑制②外郭団体の経営
　改善③公共施設の再配置④財源の確
　保⑤事務事業の再構築⑥負債の抑制
　⑦新たな行政経営システムの確立、
　7つの執行方針に基づき約300項目
　の改革改善項目を選定している。

文教委員会環境建設委員会厚生産業委員会総務委員会
平成18年10月25日〜27日 平成18年11月14日〜16日 平成18年10月31日〜11月2日 平成18年10月30日〜11月1日

子どもたちの新たな活動の拠点に
（たまがわ・みらいパーク）

生まれかわる憩いの場

河川敷に設置された、わくわくBTRひろば

鳥取大学附属小・中学校景観・まちづくりセンター（京都市）余裕教室を活用した児童クラブ（宮崎市）先進市の取り組みを聞く（宗像市）

平成１９年（２００７年）４月２５日



　
　
　
携
帯
電
話
の
接
続
利
用
に
よ

　
　
　
っ
て
多
く
の
児
童
生
徒
が
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
安
心
、
安
全
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
機
能
な
ど
携
帯
電
話
の
仕

組
み
の
理
解
・
活
用
が
必
要
で
す
。

家
庭
と
学
校
が
連
携
し
て
、
利
用
ル

ー
ル
の
整
備
等
の
対
策
を
講
じ
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
児
童
生
徒
に
対
し
、
イ
ン
タ

　
　
　
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
と

お
し
て
起
こ
る
事
件
・
事
故
の
実
態

を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
防
止
の
た

め
の
指
導
や
家
庭
へ
の
啓
発
等
の
徹

底
を
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
保

護
者
会
等
の
場
に
お
い
て
の
説
明
や

話
し
合
い

の
機
会
を

設
け
る
ほ

か
、
啓
発

資
料
を
配

布
す
る
等

の
努
力
も

し
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
現
庁
舎
跡
地
利
用
に
つ
い
て

　
　
　
は
、
周
辺
の
検
察
庁
等
を
含

め
た
一
体
的
な
利
用
を
考
え
る
べ
き

で
、
土
地
の
分
散
化
・
ス
プ
ロ
ー
ル

化
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
が
官
庁
街
全
体
の
敷
地
活
用
の
枠

組
み
を
決
め
、
計
画
を
た
て
る
べ
き

で
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
り
、
国

に
土
地
利
用
に
つ
い
て
意
思
表
示
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　
　
立
川
簡
易
裁
判
所
と
立
川
区

　
　
　
検
察
庁
の
移
転
は
決
定
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
明

確
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
状
況
が
わ

か
っ
て
き
た
段
階
で
、
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
を
求
め
る
べ
き
調
査

等
も
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

南
口
全
体

を
視
野
に

入
れ
、
地

域
全
体
と

し
て
ど
う

す
る
の
か

を
検
討
し

て
い
き
た

い
。

　
　
　
市
民
バ
ス
と
し
て
運
行
し
て

　
　
　
い
る
以
上
、
乗
客
の
安
全
確

保
の
責
任
は
、
事
業
者
ま
か
せ
で
は

な
く
、
市
と
し
て
の
姿
勢
を
示
す
べ

き
で
す
。
協
定
書
に
事
故
防
止
や
事

故
・
災
害
時
の
安
全
確
保
の
条
文
を

盛
り
込
む
べ
き
で
す
。
ま
た
、
事
業

者
と
も
定
期
的
に
協
議
会
を
開
き
、

市
の
責
任
を
全
う
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
事
故
時
の
対
応
は
、
運
行
管

　
　
　
理
規
定
に
基
づ
き
バ
ス
事
業

者
が
行
い
ま
す
が
、
市
と
し
て
も
、

事
業
者
と
密
接
な
連
携
を
と
り
な
が

ら
情
報
の
共
有
化
に
努
め
、
適
切
な

対
応
が
と
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

事
業
者
と
の
協
議
会
や
協
定
書
へ
の

安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
盛
り
込
み
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
原
付
バ
イ
ク
が
Ｔ
字
路
の
交

　
　
　
差
点
で
二
段
階
右
折
を
す
る

と
き
に
は
、
い
き
な
り
止
ま
る
こ
と

に
な
り
、
後
続
車
が
い
る
と
き
な
ど

は
非
常
に
危
険
で
す
。
交
差
点
に
バ

イ
ク
の
待
機
場
所
を
確
保
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
交
差
点
の
手
前

に
、
二
段
階
右
折
を
知
ら
せ
る
た
め

の
標
識
の
設
置
を
関
係
機
関
に
要
請

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
交
通
量
の
多
い
交
差
点
で
は

　
　
　
停
車
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
広
幅
員

歩
道
で
あ
り
、
改
善
が
可
能
な
交
差

点
に
つ
い
て
は
交
通
管
理
者
と
協
議

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
１９
年
度
は
市

道
１
級
１３
号
線
と
市
道
北
４９
号
線
と

の
交
差
点
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

標
識
に
つ

い
て
は
交

通
管
理
者

よ
り
設
置

す
る
考
え

は
な
い
と

伺
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の

　
　
　
サ
ポ
ー
ト
は
、
家
庭
へ
の
働

き
か
け
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

親
を
対
象
と
し
た
講
演
や
図
書
館
か

ら
家
庭
に
新
刊
図
書
の
お
知
ら
せ
を

行
う
な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
熱
中
す

る
子
ど
も
を
本
に
向
け
さ
せ
る
た
め

に
、
ノ
ー
テ
レ
ビ･

ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ

イ
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

　
　
　
家
庭
で
の
読
書
活
動
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
３
歳
児
健
診
時
に
読

書
相
談
や
本
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。
１９
年
度
に
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
す
る
予
定
で
、
今
後
も
充
実

に
努
め
ま
す
。
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー

ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
教
職

員
研
修
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
資
料

を
学
校
に
配
布
し
、
学
校
を
通
じ
て

保
護
者
へ
の
啓
発
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
４
月
開
局
予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
に
は
、
市
が
財
政

的
な
支
援
を
行
う
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
提
供
し
た
情
報
が
思
う
と
お
り

の
番
組
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。
綿
密
な
連
携
を

と
り
あ
い
、
互
い
の
利
益
を
上
手
に

調
整
し
て
、
市
民
と
の
協
働
の
放
送

局
版
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
取
り
組

ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
た
ち
か
わ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
は
、

　
　
　
災
害
情
報
の
提
供
は
も
と
よ

り
、
立
川
市
へ
の
多
く
の
来
街
者
に

対
す
る
文
化
観
光
の
情
報
提
供
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
市
民
活
動
を
番
組
で
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
を
図
る
な
ど
、
様
々
な
連
携
の

可
能
性
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　
自
分
た
ち
で
選
び
、
自
分
た

　
　
　
ち
の
責
任
に
お
い
て
通
学
す

る
と
の
考
え
の
も
と
、
中
学
で
の
学

校
選
択
制
を
早
期
に
導
入
す
べ
き
で

す
。
自
由
化
に
よ
り
、
学
校
教
育
の

質
的
な
向
上
が
図
ら
れ
る
上
、
選
択

し
た
保
護
者
も
責
任
を
も
っ
て
学
校

運
営
に
協
力
し
、
地
域
と
協
働
し
た

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
も
図
ら
れ
る

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
。

　
　
　
自
由
選
択
制
の
導
入
は
、
学

　
　
　
校
の
特
色
や
活
力
を
生
む
反

面
、
地
域
性
や
生
徒
間
の
連
帯
感
の

喪
失
、
学
校
間
格
差
の
助
長
等
の
問

題
点
も
あ
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
現

状
か
ら
慎
重
に
検
討
し
て
き
ま
し
た

が
、
教
育
再
生
会
議
の
提
言
も
あ
り
、

今
後
、
保
護
者
や
地
域
、
学
校
等
の

意
見
も
聞
き
、
慎
重
さ
を
失
わ
ず
、

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

平成１９年（２００７年）４月２５日

大
石
　
ふ
み
お（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

事
件
防
止
策
の
指
導
等
に
努
め
る

ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
れ

中
山
　
ひ
と
美（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

慎
重
さ
を
失
わ
ず
、前
向
き
に
検
討

学
校
選
択
制
の
可
能
性
は

稲
橋
　
ゆ
み
子（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
盛
り
込
み
検
討

　
　
　
安
全
確
保
、市
の
責
任
は

く
る
り
ん

バ
　
　 

ス

福
島
　
正
美（
公
明
党
）

地
域
全
体
と
し
て
検
討

現
庁
舎
跡
地
、官
庁
街
全
体
で
計
画
を

岩
元
　
喜
代
子（
公
明
党
）

資
料
を
配
布
し
、啓
発
を
進
め
る

ノ
ー
テ
レ
ビ･

ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
イ
推
進
を

清
水
　
孝
治（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

様
々
な
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
し
た
い

　  

た
ち
か
わ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ 

有
効
活
用
を

84.4
ＭＨｚ

浅
川
　
修 

一 （
日
本
共
産
党
）

交
通
管
理
者
と
協
議
を
行
う

二
段
階
右
折
、待
機
場
所
設
置
を

１大石　ふみお（市民フォーラム）
　①教育行政について
　②環境美化対策について
　③環境にやさしいまちづくりについて
２中山　ひと美（たちかわ自民党）
　①なぜ、市長は防災会議・防災訓練に自
　　衛隊を参加させないのか
　②広報たちかわに自衛隊員募集広告を
　　掲載すべきではないか
　③学校選択制について教育委員会はど
　　のように考えているのか
３稲橋　ゆみ子（市民フォーラム）
　①くるりんバスの運行について　
　②育児支援ヘルパーモデル事業について
４福島　正美（公明党）
　①現庁舎敷地周辺官庁街一体のまちづ
　　くりについて
　②建築紛争予防条例について
５浅川　修一（日本共産党）
　①安心・安全のまちづくりについて
　②南口のまちづくりについて
　③放課後子ども教室事業について
６岩元　喜代子（公明党）
　①いつまでも元気で長生きできるまち
　　づくり―介護予防のために
　②がん予防―がん検診受診率日本一を
　　目指して
　③子どもの読書活動推進のために
７清水　孝治（たちかわ自民党）
　①８４．４ＭＨｚに開局する「たちかわ」
　　のコミュニティＦＭについて
　②今の財政構造で公共施設の建てかえ
　　は可能か
８上條　彰一（日本共産党）
　①まちづくり条例の制定について
　②公共施設と民間住宅の耐震化について
９五十嵐　けん
　　（社会民主党・みどり立川・市民の党）
　①談合なくし、より競争性を高める入札
　　改革と施策について
　②格差を是正する市政について
　③質素で実用的な新庁舎建設について

３月定例会では､次の９人の議員が
一般質問を行いました。（質問順）

　超短波放送用周波数を使用する放送局。
地域の特色を生かし、地域に密着した情報提
供を行うなど、従来のラジオにない番組づくり
が行われている。
　また、災害時における情報発信拠点として
も注目を集めている。

◇ コミュニティＦＭ

携帯電話、接続ルールの指導を

移転が決定している簡易裁判所

ここなら安全（待機場所）



平成１９年（２００７年）４月２５日

　
　
　
玉
川
上
水
北
側
マ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
建
設
問
題
は
、
本
市
の
開
発

指
導
が
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
住
民

参
加
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
く
、

事
業
者
へ
の
行
政
指
導
に
限
界
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
者
が
計
画
段
階
か
ら
住
民
に
内

容
を
説
明
し
、
十
分
な
協
議
を
行
う

よ
う
義
務
づ
け
る｢

ま
ち
づ
く
り
条

例｣

を
つ
く
る
べ
き
で
す
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
指
導
要
綱
の
条

　
　
　
例
化
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
の
で
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
現
在
、
景
観
行
政
団
体
を

目
指
し
て
準
備
を
し
て
お
り
、
こ
の

団
体
の
位
置
づ
け
が
得
ら
れ
た
場
合

に
は
、
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
条

例
が
可
能
に
な
る
の
で
、
ま
ち
づ
く

り
指
導
要
綱
と
あ
わ
せ
て
指
導
を
し

て
い
き
た
い
。

上
條
　
彰 

一 （
日
本
共
産
党
）

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

ま
ち
づ
く
り
条
例
で
住
環
境
守
れ

　
　
　
談
合
に
対
す
る
罰
則
規
定
の

　
　
　
強
化
に
つ
い
て
、
審
決
以
前

に
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
課
徴
金
納

付
命
令
や
排
除
勧
告
が
出
た
場
合
、

そ
の
時
点
で
指
名
停
止
に
す
べ
き
で

す
。
ま
た
、
二
つ
の
談
合
の
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
、
参

加
停
止
は
６
ヶ
月
で
は
な
く
、
倍
の

１
年
間
に
す
べ
き
で
す
。
６
ヶ
月
に

し
た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
指
名
競
争
等
の
入
札
停
止
措

　
　
　
置
は
競
争
入
札
資
格
等
審
査

委
員
会
に
諮
り
、
事
実
の
経
過
や
前

例
、
類
似
事
例
に
照
ら
し
て
決
定
し

ま
す
。
把
握
で
き
た
不
正
の
み
を
捉

え
て
、
単
に
算
術
的
に
足
し
て
重
く

す
る
の
で
は
な
く
、
指
名
停
止
期
間

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
、
社
会
的
な
常
識

の
中
で
科
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

五
十
嵐
　
け
ん（
社
会
民
主
党
・
み
ど
り
立
川
・
市
民
の
党
）

入
札
資
格
審
査
委
員
会
で
判
断

契
約
罰
則
規
定
の
強
化
を

　３月１６日の本会議で、公平委員会委員の選任及び
人権擁護委員候補者の推薦について同意しました。

人権擁護委員候補者
蜷須　　伸子　氏 （再任）
　　富士見町２丁目在住

立川市公平委員会委員
蜷黒木　宗幸　氏（再任）
　　栄町６丁目在住

●立川市地域学習館条例
　市民交流大学構想の一環として、「公民館」を発展
的に転用し、「地域学習館」を設置するもの。平成１９
年１０月1日から施行。

●立川市生活資金貸付条例を廃止する条例
　生活保護法による被保護者を除く、生活困難者に対
して、１０万円を上限に生活資金の貸付を行っている市
制度を廃止するもの。

●立川市介護保険条例等の一部を改正する条例
　条例第８条第２項の第１号から第５号に該当する被
保険者の介護保険料を引き下げ、第７号及び第８号に
該当する被保険者の介護保険料を引き上げるもの。

件　　　　　　　　名
議
案
番
号

会　　　派　　　名 結
　
果

自
眩
公
眄
フ
眄

三
蘯

共
眈

平成19年度立川市一般会計予算 可 決○ ○ ○ × ×

平成19年度立川市特別会計競輪事業予算 可 決○ ○ ○ ○ ○

平成19年度立川市特別会計国民健康保険事業予算 可 決○ ○ ○ ○ ○

平成19年度立川市特別会計下水道事業予算 可 決○ ○ ○ ○ ○

平成19年度立川市特別会計駐車場事業予算 可 決○ ○ ○ ○ ○

平成19年度立川市特別会計受託水道事業予算 可 決○ ○ ○ ○ ○

平成19年度立川市特別会計老人保健医療事業予算 可 決○ ○ ○ ○ ○

平成19年度立川市特別会計介護保険事業予算 可 決○ ○ ○ ○ ○（２）
×（１）

平成18年度立川市特別会計競輪事業補正予算(第３号) 可 決○ ○ ○ ○ ○

東京市町村総合事務組合規約の改正について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道第309号線の廃止について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道第309号線の１の廃止について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道第311号線の３の廃止について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道第538号線の廃止について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道南509号線の認定について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道南510号線の認定について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道南511号線の認定について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道南512号線の認定について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道南513号線の認定について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道南514号線の認定について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道南515号線の認定について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道南516号線の認定について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道南517号線の認定について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道南518号線の認定について 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市地域学習館条例 可 決○ ○ ○ × ×

立川市林間施設条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市競輪事業施設等整備基金条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市道路占用料等条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市水路条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市事務手数料条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市健康会館条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市医療事故対策審議会条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市介護保険条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市生活資金貸付条例を廃止する条例 可 決○ ○ ○ × ×

立川市高齢者就労生きがい支援センター条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市中小企業事業資金助成条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市防災会議条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市消防団設置条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市消防団定員条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市消防団員の任用、給与、分限及び懲戒、服務等に関
する条例の一部を改正する条例

可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市表彰条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市副市長定数条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市非常勤職員給与等支給条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市常勤特別職職員給与等支給条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

立川市教育委員会教育長の給与、勤務時間等に関する条
例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○

１

２

３

４

５

６

７

８

１０

１１

９

立川市副収入役ニ関スル条例を廃止する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○５０

平成１８年度立川市一般会計補正予算（第４号） 可 決○ ○ ○ ○ ○５１

平成１８年度立川市特別会計国民健康保険事業補正予算（第３号） 可 決○ ○ ○ ○ ○５２

平成１８年度立川市特別会計下水道事業補正予算（第３号） 可 決○ ○ ○ ○ ○５３

平成１８年度立川市特別会計駐車場事業補正予算（第２号） 可 決○ ○ ○ ○ ○５４

平成１８年度立川市特別会計診療事業補正予算（第１号） 可 決○ ○ ○ ○ ○５５

平成１８年度立川市特別会計老人保健医療事業補正予算（第２号） 可 決○ ○ ○ ○ ○５６

平成１８年度立川市特別会計介護保険事業補正予算（第３号） 可 決○ ○ ○ ○ ○５７

立川市公共下水道西砂川雨水第１幹線築造第１０期工事請
負変更契約 可 決○ ○ ○ ○ ○５８

立川市一般職職員特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○５９

立川市一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○６０

立川市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例

可 決○ ○ ○ ○ ○６１

立川市一般職の職員の分限に関する条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○６２

立川市職員公務災害等見舞金支給条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○６３

立川市公平委員会委員の選任について 同 意○ ○ ○ ○ ○６４

人権擁護委員候補者の推薦について 同 意○ ○ ○ ○ ○６５

立川市介護保険条例等の一部を改正する条例 否 決× × × ○ ○１

立川市議会委員会条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○２

立川市議会委員会条例の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○３

永明院による大規模墓地建設計画に関する意見書 可 決○ ○ ○ ○ ○４

医師不足を解消し、安心できる地域医療体制の確保を求
める意見書 可 決○ ○ ○ ○ ○５

公開制度見直しなど戸籍法の早期改正を求める意見書 可 決○ ○ ○ ○ ○６

がん対策推進基本計画の早期決定を求める意見書 可 決○ ○ ○ ○ ○７

がん対策推進条例（仮称）の早期制定を求める意見書 可 決○ ○ ○ ○ ○８

南アジアの核軍拡競争を防ぐため原子力供給国グループ（Ｎ
ＳＧ）での慎重な対応を求める意見書 可 決○ ○ ○ ○ ○９

療養病床の廃止・削減計画の凍結と介護保険事業等の充
実等に関する意見書 可 決× × ○ ○ ○１０

療養病床の廃止・削減計画の凍結と介護保険事業等の充
実等に関する請願

採 択× × ○ ○ ○

立川地下道を安全に通行できないことの陳情 不採択× × × ○ ○陳情
１

請願
１３

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４４

４５

４６

４７

４８

４９

自…たちかわ自民党　公…公明党　フ…市民フォーラム　共…日本共産党立川市議会議員団
三…社会民主党・みどり立川・市民の党 （　）は議員数　○賛成　×反対　△退席

市 長 提 出 議 案

件　　　　　　　　名
議
案
番
号

会　　　派　　　名 結
　
果

自
眩
公
眄
フ
眄

三
蘯

共
眈

議 員 提 出 議 案

請 願 ・ 陳 情

立川市公の施設指定管理者の指定手続等に関する条例
の一部を改正する条例 可 決○ ○ ○ ○ ○４３



　
３
月
１６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
議

員
提
出
議
案
の
意
見
書
７
件
を
可
決

し
、
同
日
付
で
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。

　
墓
地
等
の
構
造
設
備
及
び
管
理
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
許
可
、
運

用
及
び
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
地

元
立
川
市
の
意
向
を
最
大
限
尊
重
し
、

周
辺
住
民
の
意
向
を
十
分
反
映
す
る

よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

　
医
師
不
足
を
解
消
し
、
安
心
で
き

る
地
域
医
療
体
制
を
確
保
で
き
る
よ

う
、
地
域
医
療
の
再
構
築
に
向
け
て
、

総
合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
早
急
に
策
定

す
る
こ
と
や
、
公
的
病
院
の
診
療
体

制
強
化
の
支
援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
、

ま
た
中
核
病
院
と
地
域
医
療
機
関
の

連
携
を
強
化
す
る
た
め
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
、
小
児
救
急
の
電
話
相
談

事
業
の
充
実
の
た
め
の
対
策
を
図
る

こ
と
、
な
ど
。

　
戸
籍
の
不
正
請
求
・
不
正
利
用
を

防
止
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す

る
観
点
か
ら
、
早
急
に
戸
籍
の
公
開

制
度
を
見
直
す
と
と
も
に
、
不
正
請

求
・
不
正
利
用
に
対
す
る
罰
則
を
強

化
す
べ
き
で
あ
る
。

　
南
ア
ジ
ア
の
核
軍
拡
競
争
を
防
ぐ

べ
く
、
原
子
力
供
給
国
グ
ル
ー
プ（
Ｎ

Ｓ
Ｇ
）に
お
け
る
日
本
政
府
の
慎
重

な
議
論
を
主
導
す
る
よ
う
求
め
る
。

１
　
療
養
病
床
の
削
減
計
画
を
凍
結

２
　
介
護
保
険
事
業
計
画
を
見
直
し
、

介
護
保
険
事
業
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

３
　
医
療
・
介
護
・
福
祉
制
度
や
施

設
等
の
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

8平成１９年（２００７年）４月２５日
古紙配合率70％再生紙を使用しています

報 告 書

第4回定例会（12月議会）において採択され、市長あて送付した請願・
陳情について、3月16日に市長から議長あてに「請願及び陳情の処
理の経過並びに結果について」報告がありました。

○請願第10号　玉川上水沿いの環境や景観を守っていくためのマンション   
　　　　　　　     等の建築計画の見直しに対する指導の強化に関する請願
　東京都と連携して指導を行った結果、８階建て総戸数183戸に計画を
変更させることができましたが、さらなる指導の強化については、法令
等の遵守もなされており、事業者の権利も尊重しながら任意の協力に
よってのみ実現されるものであることにより、大変困難な状況にあり
ます。
　なお、開発工事を円満に行うためには、事業者と周辺住民の皆様との
合意が大切であり、工事協定書の締結に向けた指導を行っていきます。

○請願第11号　通学路の安全確保に関する請願
　（1）　砂川７丁目国立音楽大学西南西武線踏切交差点の拡幅（待機場
　　所確保）については、南側の鉄道敷には鉄塔があり、北側の地権者
　　にはすでに道路拡幅に御協力をいただいていることなど課題があり、
　　困難な状況にありますが、交通管理者とも協議し、できる限りの安
　　全対策を講じていきます。
　（2）　交差点から武蔵砂川駅方面（西方向）へ向かう歩道の拡幅及び 

交差点から踏切を南方向へ渡り、千手橋へ
向かう片側歩道の拡幅については、いずれ
の歩道も昭和60年から63年までに6.5メー
トルに拡幅整備が完了しており、再度の用
地取得は困難な状況にありますが、今後の
土地利用や交通状況等を踏まえつつ、中期
的な視点での検討課題と認識しています。

　（3）　近隣マンション建設予定に伴う工事車両等の進行については、
　　歩行者等の安全を確保するうえで緊急を要する問題として、市と
　　事業者、及び周辺住民の皆様と事業者との間で協議が続いており
　　ますので、協議内容を踏まえて万が一にも周辺住民の皆様や子ど
　　もたちに危険が及ぶことのないよう、誘導員の配置等人的な面と
　　安全対策施設の設置等物的な面の両面から万全の対策を講ずるよ
　　う強く指導していきます。

○請願第12号　通学路の安全確保のために、信号機設置への働きかけ
　　　　　　　　を強く求める請願
　信号機の設置については、すでに多くの皆様から御要望をいただい
ており、市ではその都度交通管理者に要望書を提出してきました。
　待機場所の確保などの問題から困難な状況にあるとのことですが、
交通管理者へは引き続き要請していきます。

○陳情第７号　学童保育の統合促進に関する陳情
　公設の学童保育所22箇所のうち、小学校又は学校に隣接するものは
11箇所で、その他は学校から数百メートルの所が多く、小学校から一番
離れている若葉学童保育所は、約800メートルの距離ですが、若葉小学
校から若葉学童保育所までは、若葉町団地の南側の広い直線道路で、見
通しが良く、比較的に安全性は保たれているものと考えています。
　平成19年度からは、市内の全小学校区において放課後の安全・安心な
居場所づくり対策として、「放課後子ども教室」をすすめることにして
いますが、この実施状況を踏まえ、陳情の趣旨を尊重して対応を検討し
ていきたいと考えています。

請願・陳情はこうなりました請願・陳情はこうなりました

　
が
ん
対
策
基
本
計
画
を
、
が
ん
対

策
基
本
法
施
行
後
、
１
日
も
早
く
政

府
に
お
い
て
閣
議
決
定
し
国
会
に
報

告
す
べ
き
で
あ
る
。

　
が
ん
対
策
推
進
条
例
（
仮
称
）
を

一
日
も
早
く
制
定
し
、
が
ん
対
策
を

大
き
く
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　３月定例会には新たに陳情１件が提出されました。
　前回からの継続審査となっていた請願１件とあわ 
　せて２件を審議しました。
　その結果、１件を採択、１件を不採択としました。 
（各会派の賛否については７面に掲載）

請願
陳情

○採択されました
件　　　　　名 要　　　　　旨

療養病床の廃止・削減計画の凍結
と介護保険事業等の充実等に関す
る請願

療養病床の削減計画を凍結するよう
求める意見書を政府に提出することを
求めるものなど

件　　　　　名 要　　　　　旨

立川地下道を安全に通行できない
ことの陳情

地下道の対面の自転車同士、又自転車
と歩行者の衝突を避けることのできる
対策を求める

●不採択になりました

市議会の総意市議会の総意

意 見 書
市議会の総意市議会の総意市議会の総意

意 見 書意 見 書

（要　旨）

医
師
不
足
を
解
消
し
、
安
心

で
き
る
地
域
医
療
体
制
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書

療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
計
画

の
凍
結
と
介
護
保
険
事
業
等
の

充
実
等
に
関
す
る
意
見
書

南
ア
ジ
ア
の
核
軍
拡
競
争
を

防
ぐ
た
め
原
子
力
供
給
国
グ

ル
ー
プ
（
Ｎ
Ｓ
Ｇ
）
で
の
慎

重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

永
明
院
に
よ
る
大
規
模
墓
地

建
設
計
画
に
関
す
る
意
見
書

公
開
制
度
見
直
し
な
ど
戸
籍
法

の
早
期
改
正
を
求
め
る
意
見
書

が

ん

対

策

推

進

基

本

計

画

の

早

期

決

定

を

求

め

る

意

見

書

が
ん
対
策
推
進
条
例
（
仮
称
）

の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

31（木）

　1（金）

4（月）

8（金）

11（月）

12（火）

13（水）

14（木）

15（金）

20（水）

21（木）

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

会期の決定、一般質問

一般質問

一般質問

請願･陳情の付託、議案審議

議案審議、
委員会審査意見報告

平成１９年第２回市議会定例会会議日程表（予定）

※本会議・委員会は傍聴できますので、お気軽にお越しください。
　傍聴受付けは会議開始１５分前より行います。
※ 請願・陳情の締め切りは５月２８日（月）午後５時です。
（お問い合わせ）　議会事務局　蕁５２３-２１１１内線２８４、２８５

本 会 議

本 会 議

本 会 議

本 会 議

委 員 会

委 員 会

委 員 会

委 員 会

委 員 会

議会運営委員会

本 会 議

月　日 時　間 会　議　名 摘　　要

5月

6月

　1月29日、講師に中央大学法学部教
授の礒崎初仁氏を招き、問われる地方
議会の役割や協働型議会への改革など
について講演していただきました。

◇議員研修会を開催◇◇議員研修会を開催◇
「地方議会と住民参加
～協働型議会とは～」




